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学位申請論文の内容要約 
                    申請人 横山利明 
      申請論文名『日本進化思想史』 
 
 本論文は明治 10年から昭和 30年ごろまでの約 80年間の日本の進化論関係の著作を調べ
て、日本の進化論史の通史を日本ではじめて述べた著作である。 
 本論文は 400字詰め原稿用紙で約 1900枚あり、（一）（二）（三）（四）巻の４冊の単行書
として市販されている。 
 この内容要約は約 1900 枚の原稿を 25 枚（１万字）に要約する。１巻を５枚（2000 字）
にダイジェストするものである。以下巻数に従って内容要約することにする。 
 第一巻はサブタイトルを「明治時代の進化思想」といい、明治年間の進化論の著作を扱
う。 
 どこの国でも、進化論に関心を持つのは、最初は哲学者、文学者、政治学者であり、そ
の後、生物学者が研究しはじめる。日本も例外ではない。日本では明治 10年に東京大学が
創立され、初代の動物学教授エドワード・モースが来日し、各地で進化論講演を行い、同
行した学生がそれを筆記し、翻訳してモースの許可をえて刊行した本が『石川千代松記 動
物進化論』（明治 16 年）である。哲学者でなく、動物学者のモースが進化論の伝播人にな
ったことが日本にとり幸運だったのではないか。 
 つづいて東京高師動物学教授の丘浅次郎が、名著とされる『進化論講話』（明治 37 年）
を刊行し、多くの読者を獲得し、多大な影響を及ぼした。丘の著作のあらましを述べたの
が第一部第三章である。 
 明治８年アメリカの師範学校調査のために留学した伊沢修二、高嶺秀夫、神津専三郎ら
も進化思想を日本に導入した人たちであった。 
 明治 11年、東京大学文学部哲学教授としてやってきたアーネスト・フェノロサはスペン
サーの社会学的な進化論を導入し、この影響下にあったのがフェノロサの謦咳
け い が い
に接した有
賀長雄であった。社会学教授の外山正一は、アメリカ留学中にスペンサーを吸収していた。 
 その後、ダーウィンの生存競争理論に大きな影響を受けたのは政治学者の加藤弘之であ
る。加藤は日本ではじめて天賦人権説を述べた（『真政大意』）が、民権運動が盛んとなる
と、進化論の漸進論の立場から急進的な自由民権論を批判し、『人権新説』を執筆し、天賦
人権説を取り消した。本書第二部第三章は加藤弘之と自由民権運動家の論争を整理した。 
 この時代、慶応義塾に学んだ人々の中に進化論に共鳴した人が何人かいる。高橋義雄と
仁田桂次郎らの著作を取りあげている。さらに、ダーウィン生前から、ウェスーマークや
ラボック、マクレナン、ヘンリーメーンらの社会人類学ないし文化人類学の著作があり、
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それに首をつっこんだ人もみられる。 
 第一巻の第三部で論じるのは北一輝と平民新聞社の関係者である。北一輝は超国家主義
者であるが、出発点は平民新聞社の周辺をうろついており、堺利彦たちに近いところにい
る。北の青年時代の『国体論と純正社会主義』（明治 39 年）は、天皇制を否定し、即日発
売禁止となった。『国体論と純正社会主義』の第三編は「生物進化論と社会哲学」となって
おり、丘浅次郎の『進化論講話』を読んでいる。丘の『進化論講話』は唯物論の正しさを
述べており、社会主義者に多大な影響を及ぼした。 
 北は穂積八束と有賀長雄を取りあげ辛辣に批判する。北はベンジャミン・キッドの『社
会進化』と社会有機体説にも言及するが、キッドの思想は社会主義とも違うと思うが、北
自身よく整理しないで述べている。キッドと社会有機体説については日本ではまだ総括さ
れていないように思う。北の『日本改造法案大綱』（大正８年）は、北を超国家主義者の巨
頭にしたが、本稿に関係ないので割愛した。 
 進化論は煎じ詰めると天皇制を否定してしまう。『進化論講話』は社会主義の正しさを主
張しているように受け取られたので、「平民新聞」社の人々に多くの影響を及ぼした。平民
社の著作に広い意味の進化論的著作があった。それらを総括して論じている。代表的な人
として堺利彦、山川均、大杉栄らである。日本の労働運動史上、大正時代にアナ＝ボル論
争というものがあり、無政府主義が一時優勢になった。大杉栄、幸徳秋水はアナルコ・サ
ンディカリズムの陣営で、大杉は「種の起原」を翻訳し、ロシアのクロポトキンの相互扶
助説を紹介した。相互扶助はダーウィンの生存競争に対立する考えであった。最近の研究
では、人間の進化においては、生存競争より相互扶助が重要だったと考えられてきている。 
 
 『日本進化思想史』（二）は大正時代の進化論の擬似的思想の剳
さつ
記
き
とした。 
 序説で大正時代の思想の特徴として、日露戦争前の物心両面の緊張と戦争後の弛緩、国
家主義から個人主義への変化、啓蒙思想、国民道徳論的思想から教養思想への変化が指摘
される。科学技術は文明とみなされ、文化より一段低い存在と考えられた。大正時代の思
潮はゲーベル博士の影響が大きい。新カント派哲学の盛行がそれであった。 
 大正文化の担い手は日露戦争後誕生した中産階級とされる。三井三菱住友安田などの、
のちの財閥系の会社の管理職と、農村で急速に進行していた地主＝小作制度の地主階級で
あった。本書では最初に大日本文明協会の著作を検討する。 
 大日本文明協会は大隈重信を会長とし、評議員に井上哲次郎、石川千代松、嘉納治五郎、
坪内逍遥、三宅雪嶺などの超一流の人々を擁し、明治 41 年から大正 11 年の間に約 200 冊
の本を刊行した。協会の出版方針が文芸書より自然科学の本の刊行を目標としたので、自
然科学の著書がたくさん刊行された。進化論に関する著書もたくさん含まれていた。遺伝
学者のロック、遺伝学者で優生学者のダベンポート、遺伝学者トムソン、生物学者コンク
リンの著書が含まれている。コンクリンの『遺伝と境遇』は 25 年後の昭和 16 年に『遺伝
と環境』として改訳再版されている。遺伝学は日進月歩の変貌をとげた分野であり、コン
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クリンの学問研究のバランスと見通しを裏書きしている。 
 大日本文明協会の協会会員は５千人に達したという。大隈没後も意志が継承され、市島
謙吉が理事長となり、太平洋戦争中まで続いたという。 
 大正年間は日本の工業生産高が農業生産高を凌駕したときで、日本が工業国家になりつ
つあった。農村において、小地主と自作農が小作農に転落し、零細な農家が耕作地を失っ
て都会に出て、産業予備軍となった。大都市の周辺では労働者が蝟集し、劣悪な住宅街が
形成されていった。 
 この結果、社会主義が急速に浸透した。他面、新興宗教が誕生し、生気論が流行した。
大正時代ドリーシュ、ベルクソンの哲学が一時流行し、ドリーシュも来日した。 
 本書では永井潜の『生命論』を取りあげ、永井が所属した東京大学医学部の生理学教室
に関係した学者を取りあげる。その中で日本の優生学会の誕生を取りあげ、超国家主義者
となった橋田邦彦の軌跡をたどった。 
 また、同じ時代に活躍した土田杏村、室伏高信、田中王堂、中沢臨川の著作の中に進化
思想の痕跡をたどる。土田杏村は新カント派哲学の残滓を身につけながら、文化を提唱し
つつ、マルクス主義と新カント派哲学の融合に努力した。 
 室伏は社会主義、ギルド社会主義の紹介者だったが、やがて超国家主義に吸収された。
田中王堂はドイツ哲学一辺倒であった日本の哲学界にアメリカのプラグマティズムを導入
した人とされる。 
 中沢臨川は東大工学部卒の電気工学者であった。折からキュリー夫人のラジウム発見に
はじまる素粒子科学の誕生に影響され、新社会運動、新芸術運動を提唱したが 43歳で早逝
した。 
 本書の第二章では大正時代末から日本の一大勢力となりつつあった社会主義者の進化思
想を取りあげた。具体的いうと、河上肇、賀川豊彦、平林初之輔、山本宣治、東大新人会、
林要らである。 
 河上肇はトルストイ主義者として人生を出発した。キリスト教的な隣人愛と素朴な農民
生活を理想とした。つづいて『貧乏物語』（大正５年）は日本の経済学が社会政策学へ移行
した著作といわれ、『資本論入門』（昭和７年）は日本における最初の『資本論』の入門書
とされ、河上は『貧乏物語』を絶版にした。河上の著作を読むと進化論の著作がよく出て
くる。ダーウィンの『人間の由来』、スペンサー、ラボック、ババオーヘン、モルガン、エ
ンゲルスの著名な著作をよく読んでいる。 
 賀川豊彦は生活協同組合の父といわれている。神戸の川崎造船所三菱造船所の大争議
（1921 年）を指導し、労働組合運動の闘士となった。しかし彼は本質的にキリスト教徒と
して貧民窟伝道、セツルメント活動を本業とした。彼の労働運動への取り組みは微温的と
批判され、社会主義の本流からそれてしまった。賀川の著書には『生存競争の哲学』があ
り、階級闘争に反対している。彼の蔵書には自然科学の本が千冊もあり、クロポトキンの
『相互扶助』に共感している。 
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 平林初之輔はプロレタリア文芸運動の盛んな時代に文芸評論家となったが、プロレタリ
ア運動から次第に遠ざかり、イギリスの統計学者ピアソンの『科学の文法』を訳し『科学
概論』として刊行した。ピアソンは本書（三）巻で独立して扱う。ピアソンはレーニンか
ら「マッハ主義者」として批判された。しかし、『科学概論』はピアソンの考えを今日に伝
える貴重な著作である。そのほか、平林はフランスの科学者ポアンカレの本も訳している。 
 つぎに山本宣治を取り扱う。山本宣治は昭和３年第一回普通選挙に労働農民党より立候
補し当選した。昭和４年東京の旅館で七生
しちしょう
義団員に暗殺された。こういうと山本は戦闘的
な労働運動家にみえるが、さにあらず、彼は生まれつき蒲柳の質で、病弱のため中学校を
中退し、東京の大隈庭園の園丁などをしてやっと生きている状態だった。 
 その後健康を回復し、父の家業（宇治の料亭 花やしき浮舟園）の経営が回復したので、
同志社大学普通部４年に編入学し、26歳で旧制三高二部に入学し、大正６年 29歳のとき東
大理学部動物学科に入学し、卒業した。普通の学生より８年遅れている。世界ではソビエ
ト政権が成立し、国内でも米騒動がおこり、恐怖心が日本中を襲った。 
 東大では吉野作造の影響もあり、法学部学生がデモクラシー実現のため新人会を結成し
た（大正７年 12 月）。山本も新人会に入会し、アメリカのヘンリー・ジョージ、ベラミー
の社会主義とはちがうレーニン、マルクスの思想の洗礼をうけた。山本は東大動物学科で
イモリの精子の研究をして卒業し、京大大学院では染色体の研究が最新の研究テーマにな
っていた。その後、同志社大学予科の講師となり人間の生物学および性教育を講義した。
アメリカの産児制限運動のサンガー夫人の来日は 1922 年（大正 11 年）であり、その影響
もあっただろう。 
 山本が社会主義運動に深くかかわってくるのは大正 11年からであり、街頭活動もやった。
こうして山本はアカデミズムから離れて、大阪労働学校、京都労働学校の講師となり、生
物進化思想を講義した。そして昭和元年、日本農民組合に入り、南山城地方の小作争議を
指導し、結成されたばかりの労働農民党に入党した。山本自身は肺結核となり、喀血とい
う悲惨な日常となった。その後昭和４年、暗殺された。 
 思想史上あまり重要視されないが、進化思想史上、特異な考えで記録されているグルー
プがある。梯
かけはし
明秀の『社会起源論』（昭和 11年）と林要の『猿と人間と社会』は清野謙次、
金関丈夫共著『人類起源論』（昭和３年）を下敷きにしている。梯も林も大きな運動体のメ
ンバーにならず、大きな思想の発火点にならなかった。このころ、エンゲルスの「サルが
ヒトに進化するさいの労働の役割」が進化思想に登場した。 
 その後昭和７年、戸坂潤を中心に「唯物論研究会」が創立され、機関誌『唯物論研究』
と「唯物論全書」が刊行され、進化思想史上実り多い著作が刊行された。これらはダーウ
ィンの『種の起原』が唯物論の基礎であるという考えにたつ。 
 太平洋戦争前、日本科学史学会が創立され（昭和 16 年）、それより前に「ダーウィン全
集」が発行された（昭和 13年）。左翼思想弾圧が厳しくなるなか、科学が隠れ蓑となった。 
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 『日本進化思想史（三）――生物統計学への道』 
 本書は第一編で 1900年ごろの日本の中学校の植物学動物学の教科書を調べ、進化論の扱
い方を調べる。ついで遺伝学教科書を調べる。メンデルの法則の再発見後、遺伝の研究に
二項分布が必要となり、統計学が生物学に取り入れられてくる。 
 二項分布は二項定理をもとにし、二者択一的現象に適用される。二項分布はベルヌーイ
が研究したものでベルヌーイ法則ともいわれる。自然界には二者択一的な現象がたくさん
みられる。賛成か反対か、コインでは表か裏か、サイコロならば丁か半か、偶数か奇数を
問う問題が多い。 
 変異には離散変異と連続変異の二種類ある。別の言葉でいうと、離散変異は数えられる
変異、連続変異は測るべき変異という。個数と回数は離散変異、身長、体重の測定は連続
変異である。 
 身長、体重を測定するとき、度数分布表を作る。度数分布表を作ったとき、これが二項
分布に一致する。 
 本書では、そのあと 1900年前後の細胞生理学の発達を述べる。染色体、その縦裂と対合、
減数分裂の発見、性染色体の発見などを調べる。日本の研究者はそこに参加していない。
そのあと、テレゴニー（先夫遺伝）を述べる。テレゴニーは雌の子どもが前の雄の影響を
受けるという考えで、ダーウィンはテレゴニーを信じていた。テレゴニーの誤りはコンク
リンが強調し、性染色体の影響しか子どもに影響しないとされた。 
 本書第二編統計学の歴史は、ラプラスとケトレーとガウスの法則といわれる正規分布を
述べる。 
 ケトレーはラプラスの教え子である。小国ベルギーの人だったのであまり著名でないが、
ケトレーはあらゆる社会統計の父である。ケトレーはあらゆる種類の統計をとり、『人間に
ついて』という著書を著した。それまで出生時と 20歳の徴兵検査の記録はあったが、小学
生、中学生の記録はなかった。ケトレーは毎年身体検査をして、その記録から思春期の成
長を発見した。そのほか陪審制度のあるフランスの刑罰と、それのないベルギーの刑罰を
比較して、刑罰の軽重を比較した。陪審制度のあるフランスの刑罰はベルギーより軽いと
結論した。また犯罪人と学歴、犯罪人と職業別の統計をとり、「犯罪はその社会の責任であ
る」と述べている。 
 ケトレーはフランス留学したときラプラスに学んだとされる。そのラプラスである。ラ
プラスは確率をはじめて考えた数学者であり、年金、保険に統計を適用した最初の数学者
である。本書はラプラスの『確率の哲学試論』をのぞき、ラプラスの考えを紹介する。こ
の本『確率の哲学試論』は今日何百何千冊ある統計学書、確率論の原形となったものであ
る。確率の乗法定理、条件付確率など述べている。そのあと二項分布を述べ、ベイズの定
理を簡単に述べる。さらに差分方程式を述べ、最小二乗法を述べ、最後に母関数にふれる。
このあたりは難しい数学で、小生は四苦八苦した。 
 ラプラスは中心極限定理を発見し、正規分布を計算した。正規分布はガウス分布といわ
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れ、ガウスが発見したように思われているが、ガウス積分をはじめて解いたのはラプラス
であった。ベイズの定理を詳しく研究したのもラプラスであった。ベイズの定理は過去の
事象が未来の事象に及ぼす影響を考察する。 
 本書の第三編はゴールトンとカール・ピアソンの仕事を取りあげる。ゴールトンは『自
然的遺伝』（1889年）でＱ体系、回帰法則、相関をはじめて提出した。ピアソンの『カール・
ピアソンの初期統計学論文集』（1948年）は、ロンドン王立協会紀要などに載った 1894年
から 1916 年までの重要な論文 11 篇を集めた論文集である。この中に標準偏差と積率、正
規分布に属さない左右非対称な変異を扱った論文、さらに、カイ二乗検定を述べた論文、
回帰直線を求める論文、最後にピアソンの教え子のユールが提出した連関（アソシエーシ
ョン）を批判した論文を収録している。いずれも統計学上重要な論文であるが、難しさも
一流である。 
 ケトレー、ラプラス、ゴールトン、ピアソンの統計学は記述統計学といい、一時代前の
統計学である。現在の統計学は推測統計学といい、仮説検定で帰無仮説が出てくる。さら
に、最近はベイズ統計学といい、ベイズの定理が重要となってきた。ＯＲ（オーアール）
といって、第二次世界大戦中にアメリカで作られた統計学が日本に押し寄せている。 
 
 『日本進化思想史（四）――メンデル遺伝学の成立』は、第一編帝国主義、第二編メン
デル遺伝学の成立、の２編からなる。「帝国主義」の編の第一章「帝国主義時代のダーウィ
ンの使われ方」では、比較的穏健といわれるホブスンの『帝国主義論』（上、下）を通して、
白人の黒人観、黄色人種観をさぐる。白人は有色人種を蔑視したことが明らかである。 
 「帝国主義」の第二章は科学実在論＝唯物論としての進化論ではなく、哲学者のみた観
念論的な進化論を扱っている。これは一生かかるテーマであり、平成生まれの人の仕事と
して取っておいたので完全なものではない。 
 まず、ショーペンハウエルの著作に進化論があるといわれる。ショーペンハウエルの『自
然の意志』『意志と表象としての世界』ではこの世界が意志のあらわれたものと考えており、
自然の中に進化しようとする意志があるという。ショーペンハウエルは人生の大部分を無
視されたが、1848 年の三月革命ごろから、何人かの人に取りあげられた。後年、深層心理
学者のフロイトと哲学者ハイデガーも取りあげている。しかし、このテーマは別の人に譲
ってある。現代のテーマである、正しく評価できないからである。 
 シェリングの自然哲学にも進化思想があるといわれるが、同じように平成生まれの人の
研究テーマとして残してある。 
 最後に、フランスのベルクソンの進化思想である。彼も自然界に進化する意志（エラン・
ビタール）があるといっている。これも現在の哲学のテーマであり、平成生まれの人に譲
っている。 
 第二編では、メンデルの法則再発見後の日本人の遺伝学研究の足跡をたどった。 
 第一章は篠遠喜人の著作を述べる。篠遠は優れた実験研究家ではないが、日本で最初の
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遺伝学講座を開講した田中健次郎の愛弟子であり、東大教授として日本と欧米の遺伝学研
究を公平にみている。篠遠はメンデル法則再発見の三人の学者を訪ね、三人の論文を邦訳
し、三人の業績を報告した。篠遠の『遺伝学史稿』は『メンデルとその前後』と同様にす
ぐれた著作で、日本の遺伝学のその後の研究を公平に述べている。 
 第二章で外山亀太郎のカイコの遺伝研究をたどる。 
 第三章「ベートソンと『メンデルの遺伝原理』」では、イギリスのメンデル学派の遺伝学
者ベートソンの業績をたどった。 
 第四章「ヨハンセンの純系説」はダーウィンの自然淘汰の無効を実験から主張したヨハ
ンセンの研究をたどった。 
 第五章「ド・フリースの突然変異論」では、現在日本の辞典、書誌から無視された横田
千元訳『生物突変説』と相馬春雄訳『生物突然変異説』について可能なかぎり真実に迫っ
た。横田千元訳『生物突変説』の原本は、ド・フリースがアメリカに招請され、カリフォ
ルニア大学で行った連続講演を英語で出版したものであることをつきとめた。ド・フリー
スの著作ドイツ語版『突然変異理論』（一、二巻）の邦訳はないこと、横田訳の『生物突変
説』の内容は優れていることを指摘する。 
 第六章「池野成一郎『ローマ字実験遺伝学』とその他」では、『ローマ字実験遺伝学』の
初版と改訂４版を取りあげる。 
 平瀬作五郎が 1894 年にイチョウの精子を発見し、池野成一郎がソテツの精子を発見し、
1896 年に前後して発表した。池野は『植物系統学』（1906 年）を発表して外国留学の途に
ついた。この年外山亀太郎のカイコの遺伝についての論文が『農科大学研究紀要』に発表
された。池野は帰国してまもなく、『ローマ字実験遺伝学』（大正３年）を出版した。池野
は研究テーマを変えたのかなと疑われる。池野は植物分類学から実験遺伝学に変わった理
由をなにも述べていない。改訂４版『ローマ字実験遺伝学』は日本人の研究にふれている。
改訂４版では生物統計学に取り組んでおり、実験値と理論値と誤差率を熱心に計算してい
る。カイ二乗検定はまだ普及していなかった。 
 第七章「木原均のコムギの遺伝学」では、木原が坂村徹のコムギの研究をうけつぎ、北
大農学部から京大農学部農林生物学科へ移籍したこと、この時代、ドカンドルの栽培植物
の起原が一般的資料であったこと、そこにシュルツの小麦の系統分類（1913 年）が提出さ
れたことが指摘された。すでに坂村はコムギの染色体が n=7、14、21、とし、７本を基本と
する倍数であることを指摘し、世界の研究者が追試した。木原はゲノム説を提出し、二価
染色体と一価染色体を実験的に確かめて、ゲノム分析の方法を確立した。さらに、現在の
パンコムギの先祖にコムギとは別のエギロプス属のタルホコムギを想定し、京都大学カラ
コルム・ヒンズークシ探検隊がイラン・アフガニスタンにタルホコムギの自生地を確認し、
コムギの進化の一部を確認したことを述べた。さらに理論的に仮説をたてたタネナシスイ
カを実験で確認して作成したことを述べた。 
